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本日お話する内容

大雨時に段階的に発表する防災気象情報
5段階の警戒レベルと防災気象情報
気象庁HPの活用（閲覧方法の紹介）
大雨が予測される場合に気象台が伝えた内容
気象災害に関する資料



大雨時に段階的に発表する防災気象情報
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記録的短時間
大雨情報

1時間前3時間前3日前5日前1週間前

先行時間

定期的に発表

12時間前

土砂災害警戒情報

指定河川洪水予報

気象注意報・警報・特別警報

（大雨・暴風等に関する）○○県気象情報

台風情報（進路・強度予報）

週間天気予報・天気予報

早期注意情報（警報級の可能性）

降水短時間予報 ナウキャスト
(降水・雷・竜巻)

キキクル（土砂災害・浸水害・洪水害）

随時に発表
顕著な大雨に関する
気象情報（R3年6月～）

気象庁は様々な防災気象情報を発表しており、線状降水帯に関する情報は、この中のひとつ
この情報だけに着目するのではなく、段階的に発表される防災気象情報全体を活用いただくことが重要
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５段階の警戒レベル

令和3年5月 内閣府（防災担当） 「避難情報に関するガイドライン」より引用

警戒レベル４は、危険な場所から全員避難
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レベルに応じて発表される防災気象情報

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）に
基づき気象庁において作成※ 夜間～翌日早朝に大雨警報(土砂災害)に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル３（高齢者等避難）に相当します。

全般・地方・府県気象情報

気象庁やブロック機関による記者会見等
気象台からのコメント
台風に関する情報

防災メール

行動計画の判断は警戒レベ
ル１・２の段階で求められる
可能性ある

令和４年
６月30日～
令和４年

６月30日～
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キキクル（大雨・洪水警報の危険度分布）

雨量

今後の雨（降水ナウキャスト・降水短時間予報）

傾斜、地質、都市化率等も考慮して危険度を算出

土砂災害
土砂キキクル

大雨警報（土砂災害）の危険度分布

浸水害
浸水キキクル

大雨警報（浸水害）の危険度分布

洪水
洪水キキクル
洪水警報の危険度分布

大雨の降っている場所は
気象レーダーで把握可能

（しかし、災害の発生する場所・時間とは、
必ずしも一致しない。）

スマートフォンで気象庁HPのトップ
ページから容易にアクセス可能

※１km四方のメッシュ毎に５段階に色分け
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キキクルの気象庁ＨＰ上のイメージ

雨による災害の危険度を地図上にリアルタイム表示（気象庁ホームページ上で10分ごとに更新）
土砂災害・浸水害・洪水害それぞれの危険度を5段階に色分けして表示
洪水キキクルと水害リスクラインを一体化し、大河川から中小河川までの地域の洪水の危険度を一体的に表示（令和5年2月16日~）

洪水害浸水害土砂災害

災害は3種類 リスク情報と
の重ね合わせ

危険度は5段階

1km四方
の細かさで色分け

●洪水キキクル
洪水浸水想定区域を表示

●土砂キキクル
土砂災害警戒区域を表示洪水キキクルは河川

流路に沿って色分け

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

危
険
度

低

高

国管理河川の詳細
な予測情報は水害
リスクラインで提供
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防災気象情報の活用例

5日先までの早期注意情報 警報等の危険度を色分けした時系列

土砂キキクル
大雨警報（土砂災害）の危険度分布

浸水キキクル
大雨警報（浸水害）の危険度分布

洪水キキクル
洪水警報の危険度分布

いつ

どこ

8

どれ位



令和２年７月豪雨

9

７月３日から７月14日にかけて、梅雨前線が本州付近に停滞し、前線上 に低気圧が次々と発生して東に
進んだ。前線に向かって暖かく湿った空気 が継続して流れ込み、東海地方や甲信地方を中心に広い範囲で
大雨となった。

地上天気図
令和２年７月８日９時

高解像度降水ナウキャスト
令和2年７月８日６時～９時

大雨特別警報発表
岐阜県 7/8 6:30
長野県 7/9 6:43  

令和２年７月８日６時３０分の土砂キキクルと洪水キキクル

土砂キキクル 洪水キキクル

木曽川水系飛騨川では、氾濫が発生

洪水キキクル



令和２年７月豪雨 発表情報と合同会見
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東海地方気象情報 第1号（7/3_3：53）から第28号（7/14_22：39）を発表

大雨特別警報の
発表時刻

大雨警報への
切替時刻 発表対象市町村

岐阜県 7/8 6:30 7/8 11:40 ６市町村 中津川市 恵那市 郡上市 高山市 飛騨市 下呂市

長野県 7/8 6:43 7/8 11:40 14市町村
松本市（松本、乗鞍上高地） 飯田市 伊那市 安曇野市
宮田村 阿南町 阿智村 下條村 売木村 上松町 南木曽町
王滝村 大桑村 木曽町

大雨特別警報の発表状況

① 7/8 07:30 大雨特別警報に係る合同記者会見（名古屋地台・中部地整）
② 7/10 14:00 大雨災害のおそれに関する合同記者会見（名古屋地台・中部地整）

②①

合同会見の実施

土砂災害警戒情報の発表状況（7/3から7/14の発表と解除の回数）
愛知県 4回、岐阜県20回、三重県0回、静岡県25回
指定河川洪水予報の発表状況（7/3から7/14の発表と解除の回数）
愛知県 16回、岐阜県34回、三重県0回、静岡県8回
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令和２年７月豪雨 気象台が伝えた内容

危険
度の
高まり

大雨と雷及び突風に関する東海地方気象情報 第10号（7/7_4：28）

中部地方整備局との合同会見（7/8_7：30 大雨特別警報に係る合同会見）

東海地方では、８日かけて雷を伴い激しい雨や局地的に非常に激
しい雨が降り大雨となるでしょう。これまでの大雨で地盤の緩んでいる
所や増水している河川があります。土砂災害に厳重に警戒してくださ
い。また、河川の増水や氾濫に警戒するとともに、低い土地の浸水に
注意・警戒してください。

大雨に関する東海地方気象情報 第1号（7/3_3：53）

東海地方では、３日夜のはじめ頃から４日にかけて、土砂災害、
低い土地の浸水、河川の増水に注意・警戒してください。特に、１
日までに降った大雨により、雨量の多かった地域では、土砂災害の危
険度が高まるおそれがあります。

岐阜県の市町村に大雨特別警報を発表しました。特別警報を発表
した市町村では、これまでに経験したことのないような大雨になってい
ます。特に土砂災害警戒区域や浸水想定区域などでは、土砂崩れ
や浸水による何らかの災害がすでに発生している可能性が極めて
高く、警戒レベル５に相当する情報です。命を守るために最善を尽く
さなければならない状況です。

危険度の高まりに
応じてタイミングを

意識し、
運送、旅客事業者

がとりうる対応
〇利用者等への

情報提供
〇計画運休、

振替輸送、
施設保全

令和元年7月2日 「国土交通省報道発表 「計画運休」、鉄道各社がタイムライン作成へ」を参考
https://www.mlit.go.jp/common/001296914.pdf
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気象災害に関する資料

気象災害に関する過去3年分の資料
災害時自然現象報告（関係機関等の防災業務の参考に気象庁本庁が取りまとめて公表）
大雨、台風等の気象資料（気象速報：東京管区気象台の東海地方も含めた管内資料）

東京管区気象台「気象災害に関する資料」
https://www.data.jma.go.jp/tokyo/shosai/bocho/bosai/disaster/index.html

← 東京管区気象台ホームページ「気象災害に関する資料」

広域版は、複数都県で災害が発生した場合
に各県の気象状況や被害の状況を取りまとめて
作成されます。
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まとめ

危険度の高まりに
応じた運休計画、
施設保全等の計
画を立てて随時見
直すことが望ましい

です。

最新の気象情報、
警報・注意報をもと
に早い段階から、必
要な準備をできるだ
け行ってください。
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参考資料
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雨の強さと降り方
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風の強さと吹き方
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風の吹き方

風向

１６方位で表される

天気予報では8方位を使用

風向は風の吹いてくる方向（北風は北から吹いてくる風）

（台風の進行方向は進んで行く方向）

風速
●風速の単位 ： 秒速何メートル (m/sec）

・ 風速 ： １０分間の平均風速

・ 最大風速 ： １０分間風速の最大値

・ 最大瞬間風速 ： 瞬間的な風速の最大値

最大瞬間風速と平均風速の比を「突風率（ガストファク
ター）」といい、突風率は1.5〜2倍程度が一般的。例えば台風等
で最大風速20m/sと発表された場合はその2倍の40m/s程度の
突風が吹く可能性があります。

風速 10m/s ⇒ 36km/h やや強い

15m/s ⇒ 55km/h 強い

20m/s ⇒ 72km/h 非常に強い(暴風)

25m/s ⇒ 92km/h 非常に強い(暴風)

30m/s ⇒ 110km/h 猛烈

走行中のトラックが横転する。
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台風情報

令和元年 台風第１９号に関する情報 第３２号
令和元年１０月１０日１７時２５分 気象庁予報部発表

（見出し）
大型で猛烈な台風第１９号の影響により、１１日までには、東日本太
平洋側から南西諸島にかけての広い範囲で猛烈なしけや大しけとなる
見込みです。台風はその後、非常に強い勢力を保ったまま、１２日午
後から１３日にかけて、紀伊半島から東日本にかなり接近または上陸
し、東日本を中心とした広い範囲で

台風経路図、全般台風情報

暴風域に入る確率

2 5m/ s （ 9 0 km / h ）は
高速道路の自動車並みのスピード！
立っていられないくらいの風で大変危険。

台風・熱帯低気圧の位置や強さなどを予報し、防災上の注意を呼びかけます。

25m/s以上の暴風域に入る確率を分布図と時系列グラフで発表します。

▲時系列グラフの表示例（地域ごと）

予報円（白い破線の円）
台風の中心が入る確率が70%

暴風警戒域（赤線の囲み）
暴風域に入るおそれのある範囲

強風域（黄色い円）
15m/s以上の風の範囲

暴風域（赤い円）
25m/s以上の風の範囲

全般台風情報 ▼ 令和元年東日本台風の例

（台風第19号）

台風の今後の見通しや防災にかかわる情
報、台風の発生や上陸などの情報について
発表します。

台風経路図

強風域

暴風域

予報円

暴風警戒域

分布図の表示例

台風の進行方向では、
台風が近づくにつれ
て確率が高くなります。
最新の予報をご利用
ください。

分布図では、5日先までの

暴風域に入る確率を色で表示

時系列グラフでは、暴風域に入る時間帯を知ることができます。

台風経路図

暴風域に入る確率（平面図）



５段階の警戒レベルとキキクル（図解）
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「気象台からのコメント」を気象庁ホームページで見ることができます。
早めの防災体制構築等の防災対応に役立てていただけるよう、現場の予報官等の最新の解説を確認することが
できます。

警報級の可能性の期間、警報・注意報の解除・継続等
今後の見通し、発表中の情報等の補足や留意すべきこと
を記述します。

防災気象情報の活用 気象台ホームページ
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①

③「+現在の状態を新規保存」をクリック。

④「 」クリック

⑤ブックマークに登録すれば次回からこの表示で見られます。
※登録前に「カスタマイズを破棄する」を押すと消えるので注意！

画面右下の「表示をカスタマイズする」を
クリックし、左下の「 」をクリック。

②「コンテンツ一覧」から表示又
は削除したい情報を選んでくだ
さい。

「地域名+表示コンテンツ数」をダブルク
リックすると名前を入力できます。

ホームページの表示をカスタマイズする

防災気象情報の活用 気象台ホームページ

21



スマートフォンからの入手とカスタマイズ

「防災気象情報」をタップ 画面右上の「 」をタップ 画面右下の「 」をタップ 「コンテンツ一覧」から
必要な情報を選択

「+現在の状態を新規保存」
をタップ

「地域名+表示コンテンツ
数」をダブルタップすると名

前を入力できます

画面右下の「 」をタップ

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

お気に入りに登録すれば、次か
ら登録した情報が表じされます

防災気象情報の活用 気象台ホームページ
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